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但馬地域 
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事業全体図                一般国道483号 和田山八鹿道路 

■北近畿豊岡自動車道は、豊岡市から丹波市に至る延長約７０ｋｍの高規格幹線道路であり、兵庫県北部の 

 但馬地域と丹波地域の連携を支援するとともに、舞鶴若狭自動車道等を介して京阪神都市圏と直結すること

で、地域の活性化を支援する自動車専用道路です。 

■和田山八鹿道路は、交通混雑の緩和、交通安全の確保、救急医療への支援、地域連携の支援等を目的として

事業を進めてきたものです。 
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至 豊岡 

至 春日 

和田山八鹿道路 

位置図 

１．事業の目的と計画の概要      一般国道483号 和田山八鹿道路 

写真 

平面図 

計画の概要 

■交通混雑の緩和 
■交通安全の確保 
■救急医療への支援 
■地域連携の支援 

事業の目的 
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区  間 

                             や ぶ     ようか    たかやなぎ 

（起）兵庫県養父市八鹿町高柳 
             あさご     わだやま      いちみどう 

（終）兵庫県朝来市和田山町市御堂 

道路延長 13.7ｋｍ 

構造規格 第1種第3級 

設計速度 80ｋｍ／ｈ 

車  線  数 4車線 

標準幅員 22.0m 

全体事業費 1,011億円 

事  業  化 平成9年度 

都市計画決定 平成12年3月 

用地着手 平成13年度 

工事着手 平成18年度 

開通 
平成24年11月24日  
（暫定2車線供用） 

和田山JCT/IC 

至 八鹿 至 春日 

至 姫路 八鹿氷ノ山IC 
ようかひょうのせん 

養父IC 

至 和田山 
至 八鹿 

や ぶ 

単位【mm】 
標準断面図 

但馬地域 

和田山八鹿道路 
L=13.7km 

至丹波 

土工部 トンネル部 高架部 

E72 

E95 

わだやま 

：事後評価箇所 

：一般国道 
：その他道路 

：北近畿豊岡道路開通済 

：地域高規格道路 

凡例 

至豊岡 
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２．社会経済情勢の変化        一般国道483号 和田山八鹿道路 
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◆沿道地域の現状（高規格道路等整備率、人口、自動車保有台数） 

■但馬地域の高規格道路等の整備率 

【但馬地域の高規格道路等整備率】 

 約76.7km/115.6km（66.3％）  

路線名 
但馬地域 (km) 

計画延長 整備済延長 

北近畿豊岡自動車道 43.8  30.7  

遠阪トンネル有料道路 0.8  0.8  

山陰近畿自動車道 49.0  23.2  

播但連絡道路 22.0  22.0  

計 115.6  76.7  

※高規格道路等には高規格幹線道路と地域高規格道路を含む 
※図中の延長は但馬地域内の区間における計画延長を示す 

山陰近畿自動車道 約４９km 

播
但
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絡
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０．８km 

■但馬地域の世帯当たり自動車保有台数の推移 

出典：兵庫県統計書 
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兵庫県より高く 
自動車依存傾向 

凡例 
但馬地域内の高規格道路等 

     開通済 

     事業中 

     調査中 

但馬地域外の高規格道路 

     開通済 

E72 

E95 

E27 

E27 

E9 

E2A 

E9 

46
51 53 55

57

14% 17%
20% 23%

27%

22%
26%

28% 30%
34%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

0

20

40

60

80

H7 H12 H17 H22 H27

但馬地域の高齢者数 兵庫県全体 但馬地域

（千人） （率）

出典：国勢調査 

■但馬地域の高齢化の推移 
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■但馬地域の人口の推移 

出典：国勢調査 

■但馬地域の高齢化の推移 

（高
齢

化
率

） 

■但馬地域の高規格道路等の整備率は約7割で、まだ道半ばの状況。 
■但馬地域の人口は減少傾向。一方で高齢者は増加しており、高齢化が進んでいる状況。 
■世帯あたりの自動車保有台数は兵庫県全体の約1.7倍。 



３．費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化 

4 

◆当初計画及び開通の状態 

◆現道の状況 

  
当初計画 

（H20再評価時） 
開通後 
（暫定） 

備考 

道路構造等 4車線 暫定2車線 
用地：4車線分を取得済み 
工事：一部、4車線分を施工済み 

総事業費 1,011億円 645億円   

交通量 
19,200～20,600台／日 

＜計画（4車線）＞ 
7,716～8,752台／日 

＜実績（暫定2車線）＞ 
実績：H29豊岡河川国道事務所調べ 

事業期間 － 
平成9年度～平成24年度 

（事業期間：16年） 

※1  平成9年度事業化で新規採択時評価を行っていないため、参考値として公表されている最も古い再評価時（H20）の値等を記載。 
※2 計画交通量は、推計条件がH11センサスベース、H42将来ＯＤで、フルネットワークでの推計値  

※2 

開通前 開通後 開通前からの変化 変化の内容または理由 

交通量 
（国道9号） 

13,806台/日 
【H22調査】 

10,768台/日 
【H27調査】 

約3,000台/日減少 交通量転換 

旅行速度 
（国道9号） 

38.7km/h 
【プローブデータ】 

43.5km/h 
【プローブデータ】 

約4.8km/h向上 交通混雑の緩和による速度向上 

死傷事故率 
（国道9号） 

92件/億台キロ 
【H23】 

37件/億台キロ 
【H27】 

55件/億台キロ減少 交通混雑の緩和による死傷事故率の減少 

※1 H23.4～H24.3平日の12時間旅行速度（国道9号八鹿氷ノ山IC～一本柳交差点） 
※2  H27.4～H28.3平日の12時間旅行速度（国道9号八鹿氷ノ山IC～一本柳交差点） 
※3 死傷事故率（H23）：交通事故統合分析センター（H23）、H22調査 
※4 死傷事故率（H27）：交通事故統合分析センター（H27）、H27調査 

※4 ※3 

※1 

※1 ※2 
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４．事業の効果の発現状況       一般国道483号 和田山八鹿道路 
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◆交通混雑の緩和 

■和田山八鹿道路の整備により、特に交通量が多くなる観光シ－ズンには、一般国道9号つるぎが
丘交差点と宮田交差点周辺で、ピーク時間帯の平均旅行速度が上昇し、交通混雑が緩和。 

（H24年2月5日撮影） 

（H29年1月29日撮影） 

【開通前】宮田交差点の渋滞状況(京都方面車線) 

至 

鳥
取 

至 

京
都 

凡例 

    ：20km/h未満 

    ：20km/h～30km/h 

    ：30km/h～40km/h 

    ：40km/h以上 

 

 

至 丹波 

【開通後】宮田交差点の通行状況(京都方面車線) 

凡例 

    ：20km/h未満 

    ：20km/h～30km/h 

    ：30km/h～40km/h 

    ：40km/h以上 

    ：データ無し 

 

 

■宮田交差点の渋滞【上り線】 

    L=1,020m （H23年8月14日撮影） 

至 京都 

宮田交差点 

一本柳交差点 

E72 

E95 

上野南交差点 

つるぎが丘 
交差点 

【開通前】 
（H24.2） 

国道9号上り線の
平均旅行速度 

【開通後】 
（H29.2） 

【開通前】 

（H24.2） 

国道9号下り線の
平均旅行速度 

【開通後】 
（H29.2） 

出典：プローブデータ 

つるぎ 
が丘 

上野南 宮田 一本柳 

つるぎ 
が丘 

上野南 宮田 一本柳 

上り線 

下り線 

■渋滞状況 （2月） 

：事後評価箇所 

：一般国道 
：その他道路 

：北近畿豊岡道路開通済 

：地域高規格道路 

至 豊岡 

152
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67 74
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177 182
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240

開通前

H24.11.22(木)

開通後

H25.11.21(木)

開通後

（H27）

（百台/日）

転換 

約2割
減少 

  和田山八鹿道路（和田山～養父） 

  国道9号（和田山局） 

出典：豊岡河川国道事務所調べ 
   （開通前H24.11.22、開通後H25.11.21） 
   H27調査（開通後H27） 

■断面交通量の変化 
交通分散により 

国道9号の交通量が減少 

速度上昇 

速度上昇 

速度上昇 
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４．事業の効果の発現状況       一般国道483号 和田山八鹿道路 
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◆交通安全の確保 

■和田山八鹿道路の整備により一般国道9号の断面交通量が減少。 
■一般国道9号（八鹿氷ノ山IC出入口～一本柳交差点）の死傷事故率は約6割、死傷事故件数は約7割

減少し、特に追突事故が大幅に減少。 

和田山八鹿道路 

死傷事故率 開通前 92件/億台km → 開通後 37件/億台km  

E72 

E95 

■死傷事故率の変化 

1

18

41 1

2

2
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2

21

60
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H27

和田山八鹿道路

H27

国道9号

H23

国道9号

追突 人対車両 右左折時
出会い頭 正面衝突 その他

1

国道9号では 
約７割減少 

■事故類型別事故件数の変化 
(国道9号：八鹿氷ノ山IC出入口～一本柳交差点) 

追突事故が 

大幅に減少 

一般国道の全国平均 

81件/億台km 

（件/年） 

約６割減少 

：事後評価箇所 

：一般国道 
：その他道路 

：北近畿豊岡道路開通済 

：地域高規格道路 

※死傷事故率＝ 死傷事故件数／（区間毎の交通量×区間延長） 

八鹿氷ノ山 
IC入口 

一本柳交差点 

出典：交通事故統合分析
センター（イタルダ） 

国道9号：八鹿氷ノ山IC出入口～一本柳交差点 
和田山八鹿道路：八鹿氷ノ山IC～和田山JCT・IC 

国道９号 

国道９号 

和田山八鹿道路 

H24開通 

【Ｈ２３】 

【Ｈ２７】 

【Ｈ２７】 



４．事業の効果の発現状況       一般国道483号 和田山八鹿道路 

◆救急医療の支援 

■和田山八鹿道路の開通で救急搬送時間の短縮により、傷病者や救急隊員の負担が軽減。 
■第３次救急医療機関である豊岡病院からのドクターカー30分圏域の人口カバー率は、76％→77％に

拡大。今後、北近畿自動車道の全線開通により90%まで拡大し、但馬地域の救急医療に大きく貢献。 

■救急搬送時間の短縮 
＜豊岡病院から30分圏域の変化＞ 

■但馬地域における病院前救急診療の医療体制 

出典：豊岡河川国道事務所調べ 

医療機関へ向かう 
患者を搬送 

出 

動 

医師と看護師を派遣 

救急現場 

【ドクターカー】 
  ドクターヘリは、 
有視界飛行のために 
夜間や悪候では出動 
できず、 その補完とし 
てドクターカーが運営 
されています。 

･  救命率向上には、一刻も早く医療行為を始めることが必要です。 

･  時代は「攻めの医療（ドクターヘリ・カーシステム）」へ。但馬地域

独自の医療体制により、受入れ困難事例はありません。 

・ 道路整備が時間短縮の「肝」です。 

7 

医師、看護師が救急車に乗り込み 

医療行為を開始 

途中で救急車とドクターカーが 

出会う 

ドクターカー30分圏域（和田山八鹿道路開通前）※

ドクターカー30分圏域（和田山八鹿道路開通後）※

ドクターカー30分圏域（全線開通時）※

※豊岡病院から出発するドクターカーと各消防署から
　出発する救急車が30分以内で出会うことが出来るエリア

開通済 事業中計画

開通済 事業中計画

自動車専用道路

北近畿豊岡自動車道

自山陰近畿自動車道

国道

豊岡病院
（第三次医療機関）

消防署

凡　　　例

但馬地域

76 77
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100

和田山八鹿道路

開通前

和田山八鹿道路

開通後

北近畿豊岡自動車道

全線開通時

（%）

＜30分圏域人口カバー率＞ 
医療体制確保と道路整備の連携 

人口カバー率の増加 

※山陰近畿自動車道の浜坂道路（H29.11.26開通）は未整備で算出 

但馬救命救急ｾﾝﾀｰ 小林ｾﾝﾀｰ長  

救急医療関係者の声 

各消防署 公立豊岡病院 但馬救命救急センター 

･  和田山医療ｾﾝﾀｰは整形外科が強いため、スキーの骨折等の

整形外科の場合に搬送しています。 

・和田山八鹿道路が開通したことで、搬送時間が短縮され、傷病

者、救急隊員ともに負担が軽減されました。 
養父消防署 

■但馬地域では、病院前救急診療の医療体制として、ドクターヘリを運行しているが、夜間や悪天候時
など、ヘリで対応出来ない場合にドクターカーが補完。 

■和田山八鹿道路の開通で緊急搬送時間の短縮により、30分圏域人口カバー率が76％→77％に拡大、
全線開通時には90%まで拡大し、但馬地域の救急医療に大きく貢献。 



◆地域連携の支援（観光振興への支援） 

４．事業の効果の発現状況       一般国道483号 和田山八鹿道路 

開通済 

和田山八鹿道路 

凡 例 

事業中 

調査中 

漁港 

900 902
840 823

869 851

939

1,040

1,131
1,077

500

600

700

800

900

1,000

1,100

1,200

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

（億円）

和田山八鹿道路 
H24.11開通 

春日和田山道路 
H18.7開通 

851 

1,077 

過去最高 

○但馬地域には「城崎温泉」をはじめとする観光資源が多く存在し、春日和田山道路、和田山八鹿道路の 
  開通に伴い、観光客数・観光消費額が大きく増加 

○北近畿豊岡自動車道の開通により利便性が向上し、更なる但馬地域の観光活性化が期待 

 北近畿道が伸びて来て城崎温泉には多く
のお客さんに来ていただいています。早く
日高、豊岡に伸びて城崎が近くなる 
ことを願っております。 

 
 兵庫県女将の会副会長 
   城崎温泉 東山荘女将（豊岡） 

【地場産業の声】 

 カニ目当てのお客様が、姫路、岡山、四
国、中部からも来訪しています。カニ以外
のシーズンにも来訪が増え、売上が1割
程度アップしました。 
 
 
 
 
 
 

 

海鮮マーケット海の蔵（香住） 

 香美町全体で来訪者が増加しています。 
北近畿豊岡自動車道が整備されることで、
ツアーの立ち寄り施設へ入れてもらうため
の交渉がしやすくなります。 
 
 
 
 
 
 
 
 

香美町立ジオパークと海の文化館（香住） 

但馬地域の主な観光地と入込み客数 

【但馬地域の観光消費額の推移】 

出典：兵庫県観光客動態調査 

※H27年度は記録的な暖冬による少雪の影響でスキー場 
 全体の来客数が前年度に対し約半数に減少 
※H28年の観光消費額は未公表 
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【但馬地域の主要な観光地の客数推移】 

出典：兵庫県観光客動態調査 
※主要な観光地とは左図に記載した観光地 
※H28年の主要な観光地の入込客数は未公表 

北近畿豊岡自動車道 開通済 

北近畿豊岡自動車道（事業中） 

凡 例 

北近畿豊岡自動車道（調査中） 

山陰近畿自動車道（事業中） 

山陰近畿自動車道（調査中） 

高速道路等 

一般国道 

その他道路 

■但馬地域には「城崎温泉」をはじめとする観光資源が多く存在し、観光客数・観光消費額は増加傾向。 
■北近畿豊岡自動車道の整備により利便性が向上し、さらなる但馬地域の観光活性化に寄与。 
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５．今後の事後評価の必要性等  一般国道483号 和田山八鹿道路 
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■今後の事後評価の必要性 

 和田山八鹿道路の暫定開通により、交通混雑の緩和及び交通安全の確保、救急医
療への支援等の効果が確認される等、一定の効果が発現しており、今後、「行政機関
が行う政策の評価に関する法律（平成13年6月29日法律第86号）」に基づく同様の事
後評価の必要性は生じないと思われます。 

■改善措置の必要性 

 和田山八鹿道路は、想定した暫定開通の効果が発揮されており、当面の改善措置
の必要性はないと思われます。北近畿豊岡自動車道の早期の全線開通を図るととも
に、今後の地域情勢の変化や交通状況等に応じて、４車線整備や改善措置等を検討
します。 

■同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法について見直しの必要性 

 現在の事業評価手法に基づく新規採択時評価並びに再評価時に算出した便益は
限定的であり、その他種々の整備効果が想定されることから、今後も継続して効果の
把握・検証を実施してまいります。また、将来交通需要推計手法については、今後も
必要に応じて、改善等に努めてまいります。 

 トンネル工事において、当初予定していたよりも岩質が脆弱なため岩盤崩落が発生
。同種事業の計画・調査にあたっては、切羽の脆弱化・湧水の発生が懸念される箇所
については、事前調査を実施し、補助工法などを効果的に追加し、工事を止めること
なく安全に施工を進める必要がある。 

北近畿豊岡自動車道は、救急搬送時間の短縮等により但馬地域の救急医療に大きく
貢献し、地域へのアクセス向上による観光活性化に寄与するなど、地域の期待も大きいこ
とから、こうした効果が便益として評価されることが望ましい。今後も継続して種々の整備
効果の把握・検証に努めると共に、便益の計算手法を改善する方法と貨幣換算できない
価値も含めて総合的に評価する方法について検討いたします。 

和田山八鹿道路の暫定供用により、国道９号の交通混雑の緩和及び交通安全の確保、
救急医療への支援等の効果が確認される等、暫定供用による効果の発現状況に特に問
題はなく、今後、同様の事後評価の必要性は生じないと思われます。 

１．今後の事後評価の必要性 

和田山八鹿道路は、想定した暫定供用の効果が発揮されており、交通状況等に大きな
変化や問題はなく、当面の改善措置の必要性はないと思われます。 

北近畿豊岡自動車道のネットワーク整備を推進し、早期の全線開通を図るとともに、地
域情勢の変化や交通状況等に応じて、今後の対策を検討いたします。 

２．改善措置の必要性 

○和田山八鹿道路は暫定供用による効果の発現状況等に問題はなく、今後の事後評
価及び改善措置の必要はない。 

■対応方針（案） 

３．同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法について見直しの必要性 
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交通状況の変化
 事業名：和田山八鹿道路（事業全体）

（推計時点    Ｈ42年）

交通量※1 [台/日]

走行時間※２ [分]

走行時間費用※3 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]
(16.5km) 走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]
(2.7km) 走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]
(10.0km) 走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]
(1.3km) 走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]
(0.3km) 走行時間費用 [億円/年]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間短縮便益 [億円/年]

※１：　当該道路内の平均値または代表的な値を記載する。
※２：　配分計算結果を用いる場合と当該道路の代表的な速度から算出する場合がある。　
※３：　費用便益分析マニュアルに従い車種別、区間別に算出したものの合計値である。
※４：　当該事業により大きな変化が生じる道路について３～５路線程度以内で記載する。
※５：　②主な周辺道路における交通量の予測地点は、事業全体と残事業で同地点において設定する。
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（２） 図面（①、②に該当する道路を明示すること）
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様式－３②
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４．その他
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